
2023 年実践教育研究発表会 機械系企画：シンポジウム 

日時：2023 年 8 月 19 日（土）10：15～11:15 

 

◆テーマ   

 

「安全教育の充実に向けて」 
 

 

 

◆シンポジウム主旨 

 職業能力開発において、安全は最も優先されるべきことであり、日々、取り組まれている基本です。

安全の世界においては、2001 年に公表された ISO12100 により作成された「機械の包括的な安全基準に

関する指針」を皮切りに、2006 年に労働安全衛生法の改正により第 28 条 2 で事業場におけるリスクア

セスメントの実施が努力義務化、リスクアセスメントに関する指針（危険性又は有害性等の調査等に関

する指針）が発行されました。これにより、後追いと先取（リスクアセスメント）を連動させた安全衛

生活動になり 17 年目に入っております。職業能力開発の分野においても機構版労働安全マネジメント

システムの導入などにより、訓練における安全管理が注目されております。 

 そこで今回の企画では、労働安全、機械安全、産業行動分析学を用いた安全に関わる教育・研究に携

わっている先生方をパネリストとしてお招きし、研究事例を紹介して頂き、どのように展開したらより

効果的なのか、また現状の問題点や課題、そして解決法について、参加している皆さんで一緒に考える

場としてのシンポジウムといたしました。 

現在の皆さんに共通するテーマとして、ぜひ一緒に考えて有意義な討論会にしたいと思います。 

 

１．司会 職業能力開発総合大学校 中村 瑞穂 

２．挨拶 職業能力開発総合大学校 中村 瑞穂（機械系部会長） 

３．発表 長岡技術科学大学    北條 理恵子 

     労働安全総合研究所   清水 尚憲 

     中央労働災害防止協会  樋口 政純 

     職業能力開発総合大学校 中村 瑞穂 

４．討論会 

  発表者への質疑と応答 

安全教育の問題点や課題 

  ディスカッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践教育研究発表会 機械系企画（シンポジウム）の様子 


